
地震発生時の対応 ～② 校外活動時～

地 震 発 生

初期微動を感じたら直ちに ○ 指導者が児童に安全確保の指示

児童の安全確保 （頭部保護、緊急避難かその場で待機か、避難の場合は

行動を指示し指導者が先頭で引率、その場待機の場合は低

い姿勢をとるなどの指示、配慮を要する児童への対応）

避難場所への避難 ○ 施設管理者等の指示に従い、避難場所へ指導者が引率

○ 避難場所、救護施設がない場合、指導者が安全な場所

を選択し待機

○ 指導者は人員を確認し、負傷者等がある場合は、応急

避難後の安全確保 手当

○ 必要に応じて１１９番通報し、救急車を要請

○ 二次災害（津波や崖崩れ・落石）への注意

○ 児童等の不安への対処

学校への連絡 ○ 指導者は児童の安全を確保した後、学校へ状況報告、

指示を受けて対応（不通の場合は教育委員会へ連絡）

○ 学校から教育委員会への連絡

○ 学校から保護者への連絡

※ 校外活動に際しての事前確認及び事前指導

○ 見学先の避難経路・避難場所の確認と施設等管理者等との安全面の打ち合わせ

○ 校外活動時の留意事項の指導徹底（指導者の指示をよく聞くこと、一人で行動

しないこと、トイレ等で集団を離れる場合は断ることなど）


